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【報告２-3】 

報告３）発掘調査の概要について 

 

１.発掘調査箇所及び調査年度 

２.主な発掘調査の成果 

資料２ 【報告２—３】 
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１．発掘調査箇所及び調査年度                     
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⑫往時の地下構造物（トイレなど） 

⑯新御殿の基壇 
⑲御広間軒先の基壇 

⑰御番所南側の軒先の石畳 
⑱御取次間の西端の溝 

⑳取納座の軒先の基壇 

⑪女中部屋の遺構 

㉒中城大親の南側の瓦石垣 

⑤拝所周辺石積み（この外
側に石階段があった可能性） 

②井戸 

㉑瓦石垣の根石 

①上之御殿エリア内の石牆 

トレンチ２、西から 

トレンチ４、西から 

③石畳及び石積み（上之御殿上段
から下段へおりる階段？） 
トレンチ５、上空南から 

⑩炭御蔵の基礎遺構など 
⑬御内原の石畳など 
⑭トイレ遺構 

トレンチ２、北東から 

⑮新御殿周辺の石畳（

画像上が北 

④上之御殿 
エリア東側の 
石牆 

トレンチ４、 

立面、東から 

⑦上之御殿エリアの石階段・門跡 
トレンチ３、画像右が北 

⑧高御蔵の石畳、⑨御蔵の石畳など  
L-15、北から 

⑥上之御殿庭園遺構 

２．主な発掘調査の成果（位置の特定や計画の見直しに関わるものを中心に抜き出し） ※枠線の色は重なった線を見やすくするため   
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主な発掘調査の成果（位置の特定や計画の見直しに関わるものを中心に抜き出し）の概要 

№ 遺構 概要 エリア 調査年等 

① 上之御殿エリア内の石牆 
・上之御殿エリア内の空間を南端から北端まで区画する石牆。 

・トレンチ５ではらみがあったため、図面記録後に取り外し措置を行った。 
上之御殿エリア H27～R1調査／報告書(8) 

② 井戸 ・円形の石積みを検出。内部経 50cm、深さ 3m。 上之御殿エリア H27～R1調査／報告書(8) 

③ 石畳及び石積み ・上之御殿上段のテラスから下段へ降りる階段か 上之御殿エリア H27～R1調査／報告書(8) 

④ 上之御殿エリア東側の石牆 
・上之御殿エリアを区画していた石牆。 

・根石下から 350cm程度 
上之御殿エリア H22調査／報告書(3) 

⑤ 拝所周辺石積み 
・立岩を覆っていた石積みの根石等 

・幅が狭いため、この外側に石階段がつくられた可能性がある 
上之御殿エリア H27～R1調査／報告書(8) 

⑥ 上之御殿庭園遺構 

・溜池 1：東西幅約 10.6m、南北幅約 1.5mで地表面に露出。溜池 2に接続する。 

・溜池 2：溜池 1の西端と接続。溜池 1 より標高が若干低く、内部は埋土で埋まっていた。 

・石積み 5：幅約 3.8m。約 30～40cm大の琉球石灰岩の切石を緻密に組み上げている。 

・庭園基盤：水平に削岩された琉球石灰岩の岩盤。上之御殿南側の庭園跡も近似した様相を呈していたと推定。 

上之御殿エリア H27～R1調査／報告書(8) 

⑦ 上之御殿エリアの石階段・門跡 

・門跡：扉は東側に開く構造であったと推定。観音開きの扉 1枚の幅は約 67cm以内、門両側の石牆の高さは門跡面から 270cm前後。 

・ほぼ長方形を呈する階段踊り場と、その南側に東西に長い台形のテラス面があり、テラスの四方は石積みで囲まれ土を入れていることから、観賞

用の植物を植え込んでいたと推定。 

・階段跡：南北に 510cm、東西 250cmの範囲で 9段が検出。 

上之御殿エリア H22調査／報告書(3) 

⑧ 高御蔵の石畳 ・高御蔵に隣接する石畳と推定 表御殿西側エリア H20～H21調査／報告書(6) 

⑨ 御蔵の石畳 ・酒御殿に隣接する石畳・側溝と推定 表御殿西側エリア H20～H21調査／報告書(6) 

⑩ 炭御蔵の基礎遺構 ・屋根伏図より建物基礎遺構であると推定 上之御殿エリア H26調査／報告書(7) 

⑪ 女中部屋の遺構 
・石積み 4は石積み 3 と対を成し、石積み 5 とともに溝 1を構成。現代のパイプより東側の部分は西側部分と少し軸がずれていることから、別々の

石積みの可能性もある。 
特別展示エリア H24調査／報告書(5) 

⑫ 往時の地下構造物（トイレなど） 
・防水加工された石畳が検出。また、トイレ窓に使用されていたと思われる二枚貝の加工品が出土、人間に寄生する寄生虫卵が検出されたことか

ら、トイレと推測。 
特別展示エリア H22調査／報告書(3) 

⑬ 御内原の石畳など ・2つの時期の遺構を確認。溝 3の底にコンクリートが敷かれていたことから、当時からコンクリートが使われていた可能性がある 特別展示エリア H20～H21調査／報告書(6) 

⑭ トイレ遺構 ・寄生虫卵は検出されなかったが、遺構の特徴からトイレが存在したと推定 表御殿西側エリア H22調査／報告書(3) 

⑮ 新御殿周辺の石畳 ・北側の石畳 1は屋外、南側の石畳 2は屋内の水場だったと推定 表御殿西側エリア H22調査／報告書(3) 

⑯ 新御殿の基壇 ・屋根伏図から新御殿の基壇と想定 表御殿西側エリア H22調査／報告書(3) 

⑰ 御番所南側の軒先の石畳 ・御番所南側の軒先にあった石畳。珊瑚砂利を敷いた当時の地面が一部残っている。 表御殿東側エリア H23調査／報告書(4) 

⑱ 御取次間の西端の溝 ・御取次間の西端にあたる溝 表御殿東側エリア H23調査／報告書(4) 

⑲ 御広間軒先の基壇 ・長方形に加工された石を確認 表御殿東側エリア H23調査／報告書(4) 

⑳ 取納座の軒先の基壇 
・石敷き 1：取納座の軒先にあった石畳。 

・石積み 4：相方積み。北端の西側に西に面を持つ切石が平行して並んでいることから、これらはセットで瓦石垣を構成していた可能性がある。 
表御殿西側エリア H23調査／報告書(4) 

㉑ 瓦石垣の根石 ・御番所から南に伸びる瓦石積み。根石の一部が残っていた。 表御殿西側エリア H23調査／報告書(4) 

㉒ 中城大親の南側の瓦石垣 ・南北に面を持ち、東西に走る石積み。中城大親の南側にあった瓦石垣。 表御殿西側エリア H24調査／報告書(5)  
出典：「中城御殿跡 県営首里城公園中城御殿発掘調査報告書」(1)～(8)より 


